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Abstract: Takamatsu City is a port town which has been spatially formed and developed by 

the seaside for a long time centering on the Takamatsu castle, one of the three typical water 

castles. However, which the urban modernization from the castle town to the modern city, 

Takamatsu City changed the coastline remarkably and lost the past image. Therefore, in this 

study, the authors try grasp the regional and particular scene lost in the urban modernization 

based on the historical materials, and to build the database about historical environment. 

Finally they try to restore the lost landscape by using 3D urban model.   
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1.	
 はじめに	
 

	
 長い歴史と伝統を有し，豊かな自然に恵まれた

わが国には，歴史的価値を有する建造物と自然的

環境とが一体となった美しい景観が現存してい

る．これらの景観は，多くが地域独自の風土に依

存し，その地域の歴史や伝統を象徴するものであ

る． しかし，日本では，戦後復興期と高度経済

成長期を通じて生産性重視の都市基盤整備が行

われ，量的に豊かな社会が形成され，画一的な景

観が各地で生み出された結果，地域固有の景観が

多く失われる他，地域の誇りや愛着の喪失をもも

たらしている． 

	
 一方，近年では量的拡大のみを追求する経済成

長が終息に向かい，精神的豊さや生活の質の向上

を重視する成熟社会へと社会情勢が方向転換す

るとともに，人々の価値観も変化してきている．

2004年には，美しく風格のある国土の形成，潤い

のある生活環境の創造および個性的で活力のあ

る地域社会の実現を図るために「景観法」が制定

された．また，2008年には，城や神社・仏閣など

の歴史的建造物の保全や活用といった取り組み

が促進され，地域固有の風情，情緒，たたずまい

など，歴史的風致を維持・向上するために「歴史

まちづくり法」が制定された． 

このように，歴史的風土によって形成された地

域の景観が重要視されはじめ，保護から保全，さ

らにはもとの位置・形態に甦らせる復元へと考え

方がシフトしつつある．  

 

2.	
 研究の方法と目的	
 

歴史の維持，継承および景観への調和をテーマ

に歴史的な空間を現代の都市に活かすためには，

地域の歴史を読み解くと同時に，歴史的景観の性

質を明らかにする必要がある．本研究では，温暖
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な気候や瀬戸内海に面する地理的条件から，海辺

に都市を切り開き，「日本三大水城」と称された

旧来から海上交通，海交易が栄えた高松を研究の

対象地とする．そこで，過去の地図や景観図など，

さまざまな史料群から，近世・高松を復元し，現

在との景観対比から都市景観の将来像への手掛

りを得ることを目的とする． 

具体的な研究方法としては，GIS や CAD/CG

に代表される空間情報技術を融合的に活用し，高

松の空間把握を行う．広域的な視点では，国立歴

史民族博物館で公開している，旧高旧領取調デー

タベースと空間データを連携し，近世・高松の讃

岐国での位置づけ，および石高の分布状況から地

域差の把握を行っている．狭域な視点では，「日

本三大水城」と呼ばれた高松城周辺地域について

の変遷を旧版地形図を基に把握している．また，

景観図に描かれた名所の分布状況と主要道であ

る街道を把握することで互いの位置関係を明ら

かにしている．さらに，収集・整理した景観図と

図面を用いて，近世と現代の３次元都市モデルを

構築することで，景観対比を行っている．  

 

3.	
 讃岐国	
 

	
 讃岐国は現在の香川県に位置している．645 年

の大化の改新後に讃岐国となり，東から大内，寒

川，三木，山田，香川，阿野，鵜足，那珂，多度，

三野，豊田の 11 郡に区画された．以後，豊臣秀

吉の家臣であった生駒親正が讃岐国の領主にな

り，香川郡に位置する香東川の砂州に城を築くこ

とで，城下町高松として機能させた．その後，中・

東讃は松平家の高松藩，西讃は京極家の丸亀藩と

多度津藩の３つの藩で讃岐国を治めた．そこで，

旧３藩それぞれの領土を空間的に把握した．	
 	
  

	
 具体的には，旧高旧領取調データベースから各

藩領内の村落を抽出し，GIS上に位置情報として

定位した（表−１，図−１）．讃岐国は，高松藩が

８郡，246 村，丸亀藩が５郡，111 村，多度津藩

が２郡，20村により領地がそれぞれ構成されてい

ることが確認できた（高松藩，丸亀藩で２郡，丸

亀藩，多度津藩で２郡重複している）．	
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.高松の変遷	
 

	
 高松の固有な都市空間を基礎づける海岸線の

変遷を２次元的に把握・整理することが重要な意

味を持つ．そこで，高松城が日本三大水城と称さ

れた近世に高松と呼ばれていた地域において各

年代の空間把握を行うために，過去の史料群をも

とに特定を行っている． 

	
 具体的には，1800年頃に描かれた高松城下全域

の武家屋敷住人名や町家名を把握する用途で作

成された地図である「高松御城下絵図」を幾何補

正することで，GIS 上に定位を試みている（図−

２）．「高松御城下絵図」は城下を把握する目的で

作成されたことから，城内に関しての詳しい記載

はされていない．そこで，作成年代が同時期であ

ると推測され，内堀の詳細な配置が描かれている

「高松御城全図」を定位し，トレースを行い分類

表−１	
 旧高旧領取調データベース一覧 

図−１	
 石高の分布状況 

高松藩領 
丸亀藩領 
多度津藩領 
津山藩領 
幕府領 

石高 

10km 0 



している．明治期以降に関しては，旧版地形図を

活用することにより把握している（図−３）．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5．景観図	
 

	
 名勝図会とは，古典的な和歌や俳句を引用しつ

つ名所の見どころを紹介する人々の物見遊山の

案内図であり，また，参勤交代や旅行で地域を訪

れた人びとの郷里への土産であった．つまり，当

時の景観を再現するうえで名勝図会は貴重な史

料であり，たとえ描いた絵師のアレンジメントや

誇張があるにせよ，それは人びとが持つその場所

を象徴する景観のイメージと捉えることができ

る． 

	
 そこで，高松の名所や旧跡をはじめとする数多

くの風景が描かれている讃岐国名勝図会を GIS

上に定位した．讃岐国名勝図会は，讃岐国を東部

より５郡を前編，残りを後編，続編にまとめた３

部作であり，全 15巻 20冊で刊行予定であったが，

上梓されたのは前編のみである．このことから，

前編５巻，大内，寒川，三木，山田，香川の五郡

の名所の定位を行っている． 

具体的には，描かれている対象を高松市が公開

している，高松市地図情報システム「たかまっぷ」

と国土地理院が公開している，「ウォッちず」を

利用し位置情報を CSV ファイルに整理し，GIS

上でマッチングさせた（表−２，図−５）．さらに，

当時の主要道である街道の位置関係を把握して

いる．なかでも，神社仏閣が多く存在する高松城

下に注目した．とくに，高松城の外堀に架かる常

磐橋は阿波国，伊予国に通ずる街道の拠点であっ

た． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6．都市モデルの作成	
 

	
 都市モデルを作成するにあたり，近世・高松は，

領主の居城である城郭を中心にして成立した封

建都市である．現代の日本の主要都市は、ほとん

図−２	
 古地図にみる空間構造 

500m 0 

寺社仏閣 

武家屋敷 

町家 

図−３	
 旧版地形図にみる変遷 

名勝図会	
 前編 

10km 0 名勝図会	
 後編，続編 

名勝図会の名所 

図−５	
 街道と名所の位置図 

表−２	
 CSVファイル 

街道 

明治 29年 明治 43年 昭和３年 

昭和 46年 平成元年 平成 16年 



どが城下町から発展しており，とくに城郭は都市

の歴史性を伝える代表的な遺構である．その中で

も天守閣は，都市のシンボルの１つであり，各絵

図には城下町のランドマークとして存在してい

た．そこで，｢史跡高松城跡（天守台）｣に記載の

図面を活用して，高松城の主要建築物である天守

閣の復元を行った（図-６）．さらに，町家・橋梁

モデルを配置することで，近世・高松の３次元都

市モデルを復元した．なお，屋根形状は景観構成

において重要な要素であるため，城郭の反り屋根

の表現を行い，蓋然性の向上を図っている（石田

ほか，2012）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7．景観対比	
 

	
 これまでに構築してきたデータベースと CG技

術を活用することで近世・高松の都市モデルを構

築し，城郭の外堀に架かり，各街道の結節点であ

った常磐橋界隈からの景観対比シミュレーショ

ンを行った（図−７）．近世では，常磐橋界隈か

らの景観として高松城天守閣が眺められたこと

がシミュレーションからも読み取れた．しかし，

現代の常磐橋界隈からの景観は外曲輪内に高松

中央郵便局，高松三越などの高層ビル群によっ

て，当時の景観が感じられなくなっていること

が近世・高松の３次元都市モデルと現地写真を比

較することで明らかにした． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.	
 おわりに	
 

	
 近世・高松の都市モデルにより，当時の景観を

復元・把握することができた．また，同一視点場

における当時の景観と現在の景観を比較対比す

ることができた． 

	
 今後の課題として，添景の配置などにより，都

市景観をビジュアルに視覚化させることがあげ

られる．また，局所的な景観の復元を積み重ねる

ことで，近世・高松の全体像が浮かび上がり，当

時の景観を解き明かすことにつながると考えら

れる．これらを通じて，香川県の潜在的な個性や

魅力を探るきっかけになることを期待している．  

 

参考文献 

梶原景紹 (1999)：「讃岐国名勝図会<版本地誌大

系 20>」，臨川書店刊 

高松市 高松市教育委員会 (2012)：高松城跡（天

守閣），高松市教育委員会 

石田圭太・吉川眞・田中一成 (2012)：絵図判読に

よる近世なにわの景観復元,地理情報システム

学会研究発表大会講演論文集,Vol.21,F-1-2.pdf 

図−７	
 街道と名所の位置図 

図−６	
 高松天守閣の復元 

反りの表現 

復元図面（一部） 


